
 
 
 
 
平成26年2月期通期連結業績予想数値の修正（平成25年3月1日～平成26年2月28日） 
 

 
 
 
 
平成26年2月期通期個別業績予想数値の修正（平成25年3月1日～平成26年2月28日） 
 

修正の理由 
 当社連結、個別の平成26年2月期の業績予想数値につきましては、最近の業績の動向等を踏まえ、前掲各表のとおり修
正いたします。 
     
（個別業績） 
 国内の化粧品受託製造市場は、化粧品業界のアウトソーシング化の進行および異業種企業における化粧品市場への新
規参入等により、小幅ながら成長をみております。一方国内の化粧品市場においては、消費者の節約志向は依然として根
強いものの、消費行動が低価格帯中心から徐々に中・高価格帯にシフトする兆しが見られ、消費マインドは緩やかながらも
上向いていることが窺われます。 
 そのような状況のもとで、個別業績における売上高は、前回発表予想を若干下回わるものの、前年並の水準となる見込
みです。また、経常利益、当期純利益については、競争激化の影響、つくば工場立ち上げ費用および品質管理強化に向け
た費用増等を受けて、前回発表予想対比減益となりますが、当期純利益については前期比では若干の増益となる見込み
です。 
 なお、個別業績における1株当たり当期純利益予想値は27.32円となる見込みです。 
     
（連結業績） 
 フランス子会社であるTHEPENIER PHARMA INDUSTRIE S.A.S.（以下、テプニエ社という）において、メイク新製品の大口
受注の一巡、2015年生産開始予定の医薬品の大口受注に備えた体制整備のための費用負担増ならびに主力の医薬品に
おける生産設備のトラブルや落雷を原因とした停電による一時的な操業停止等により、現地通貨ベースでは減収・減益と
なる見込みです。 
 しかしながら、テプニエ社の業績は、大幅な円安の影響により円建てベースでは増収となるため、連結売上高は前回発
表予想を上回るものの、一方で減益幅も増加することとなり、連結営業利益、連結経常利益、連結当期純利益はそれぞ
れ、前回発表予想を下回わる見込みとなりました。なお、連結当期純利益については前期比では、若干の増益となる見込
みです。 
 また、連結業績における1株当たり当期純利益予想値は21.62円となる見込みです。 
 
※業績予想の利用に関する注意事項 
 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に与える不確実な要因に係る本資料
発表日における仮定を前提としております。実際の実績等は、業況の変化等により上記と異なる場合があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成25年４月16日に公表しました業績予想を下記のとおり修正いたしま
すので、お知らせいたします。 

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,221 263 205 129 29.95
今回修正予想(B) 7,355 157 128 93 21.62
増減額(B-A) 134 △105 △77 △35
増減率(%) 1.9 △40.1 △37.5 △27.8
（ご参考）前期実績 
（平成25年2月期）

7,002 193 166 74 17.20

売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,211 209 122 28.30
今回修正予想(B) 6,090 179 117 27.32
増減額(B-A) △121 △30 △4
増減率(%) △1.9 △14.6 △3.5
（ご参考）前期実績 
（平成25年2月期）

6,073 195 96 22.37

以 上


